
(57)【要約】

【課題】ユーザの環境に適した情報を提示する。

【解決手段】　ユーザの脚部の動きを検出する歩行セン

サ２をユーザの体の一部に取り付ける。歩行解析部２０

は、歩行センサから出力される歩行データを基にユーザ

の歩行動作を解析する。位置特定部２１は、ＧＰＳユニ

ット３の出力を基にユーザの存在する位置を特定する。

スケジュール入力部２２は、スケジュールの入力を受け

付ける。環境解析部は、歩行動作と位置情報とスケジュ

ールとを基にユーザの周囲の環境やユーザの感情を解析

する。提示情報生成部２４は、ユーザの環境に適した音

楽コンテンツをユーザに提示する。

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ユ ー ザ の 位 置 を 検 出 す る 位 置 検 出 手 段 と 、
　 ユ ー ザ の 体 の 動 き を 検 出 す る 動 作 検 出 手 段 と 、
　 上 記 ユ ー ザ の 位 置 と 上 記 ユ ー ザ の 体 の 動 き と に 基 づ い て 情 報 を 生 成 す る 情 報 生 成 手 段 と
、
　 上 記 生 成 し た 情 報 を 提 示 す る 情 報 提 示 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 す る 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 ユ ー ザ の 体 の 動 き か ら ユ ー ザ の 歩 行 動 作 を 特 定 す る 歩 行 特 定 手 段 を 備 え 、
　 上 記 情 報 生 成 手 段 は 、 上 記 ユ ー ザ の 位 置 及 び 上 記 ユ ー ザ の 歩 行 動 作 に 基 づ い て 情 報 を 生
成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 動 作 検 出 手 段 は 、 ユ ー ザ の 体 幹 部 及 び 頭 部 の 上 下 動 、 ユ ー ザ の 足 の 接 地 、 ユ ー ザ の
方 位 の う ち 少 な く と も １ つ を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 情 報 生 成 手 段 は 、 音 楽 コ ン テ ン ツ の テ ン ポ 、 曲 調 、 音 程 、 音 色 、 強 弱 、 音 量 の う ち
少 な く と も １ つ を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 音 楽 コ ン テ ン ツ は 、 光 デ ィ ス ク 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 、 半 導 体 メ モ リ の う ち 少 な く と も
１ つ に 記 憶 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 位 置 検 出 手 段 は 、 Ｇ Ｐ Ｓ （ Global Positioning System） 、 無 線 通 信 網 、 携 帯 電 話
用 衛 星 通 信 網 の う ち 少 な く と も １ つ か ら 受 信 し た 電 波 を 基 に ユ ー ザ の 位 置 を 検 出 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ユ ー ザ の ス ケ ジ ュ ー ル 入 力 を 受 け 付 け る ス ケ ジ ュ ー ル 入 力 手 段 を 備 え 、
　 上 記 情 報 生 成 手 段 は 、 上 記 ユ ー ザ の 位 置 と 、 上 記 ユ ー ザ の 体 の 動 き と 、 上 記 ス ケ ジ ュ ー
ル と を 基 に 情 報 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ユ ー ザ の 位 置 を 検 出 す る 位 置 検 出 工 程 と 、
　 ユ ー ザ の 体 の 動 き を 検 出 す る 動 作 検 出 工 程 と 、
　 上 記 ユ ー ザ の 位 置 と 、 上 記 ユ ー ザ の 体 の 動 き と に 基 づ い て 情 報 を 生 成 す る 情 報 生 成 工 程
と 、
　 上 記 生 成 し た 情 報 を ユ ー ザ に 提 示 す る 情 報 提 示 工 程 と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 情 報 提 示 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ユ ー ザ に 適 し た 情 報 を 提 示 す る 情 報 提 示 装 置 及 び 情 報 提 示 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 携 帯 型 の 音 楽 再 生 装 置 が 普 及 し 、 電 車 で の 移 動 中 、 徒 歩 に よ る 移 動 中 、 ジ ョ ギ ン
グ 中 な ど 、 ユ ー ザ が 移 動 し な が ら 音 楽 を 楽 し む こ と が で き る 。 携 帯 型 の 音 楽 再 生 装 置 に は
、 Ｍ Ｄ （ ミ ニ デ ィ ス ク ； 登 録 商 標 ） 、 Ｃ Ｄ （ コ ン パ ク ト デ ィ ス ク ） な ど の 記 録 媒 体 に 記 録
さ れ た 音 楽 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る も の や 音 楽 コ ン テ ン ツ を 記 録 し た Ｈ Ｄ （ ハ ー ド デ ィ ス ク
） や 半 導 体 メ モ リ な ど を 内 蔵 す る も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 携 帯 型 音 楽 再 生 装 置 の 音 楽 の 再 生 環 境 は 、 ユ ー ザ の 移 動 し た 場 所 及 び 時 間 に
よ っ て 変 化 す る 。 ま た 、 ユ ー ザ の 気 分 も 常 に 変 化 し て い る 。 こ れ に 応 じ て 、 ユ ー ザ に 適 し
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た 音 楽 も 変 化 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 音 楽 再 生 装 置 は 、 記 録 媒 体 や 記 録 装 置 に 記 録 さ れ た 音 楽 コ ン テ ン ツ を
そ の ま ま 再 生 す る も の で あ る が 、 既 に 記 録 さ れ た 音 楽 コ ン テ ン ツ を 記 録 順 に 連 続 再 生 す る
の み で は 、 ユ ー ザ の い る 場 所 、 時 間 、 ユ ー ザ の 気 分 に 適 し た 音 楽 を 提 示 す る こ と は で き な
い 。 そ こ で 、 従 来 、 ユ ー ザ が 音 楽 と の 一 体 感 を 得 ら れ る よ う に す る た め に 、 ユ ー ザ の 歩 行
ピ ッ チ を 検 出 し 、 ユ ー ザ の 歩 行 ピ ッ チ と 再 生 音 楽 の 音 楽 テ ン ポ と を 同 期 さ せ る 音 楽 再 生 装
置 が 存 在 す る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 再 生 音 楽 の 音 楽 テ ン ポ と ユ ー ザ の 歩 行 ピ ッ チ と を 同 期 さ せ る だ け で は 、
ユ ー ザ の い る 場 所 、 時 間 な ど ユ ー ザ の 環 境 に 適 し た 音 楽 を 提 示 し て い る こ と に は な ら な い
。 こ れ は 、 音 楽 コ ン テ ン ツ の み に 当 て は ま る こ と で は な く 、 映 像 や そ の 他 の 情 報 に つ い て
も 同 じ で あ る と い え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ８ ５ ８ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 ユ ー ザ の 環 境 に 適 し た 情 報 を
ユ ー ザ に 提 示 す る 情 報 提 示 装 置 及 び 情 報 提 示 方 法 を 提 示 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 に か か る 情 報 提 示 装 置 は 、 位 置 検 出 手 段 に お い て
ユ ー ザ の 位 置 を 検 出 し 、 動 作 検 出 手 段 に お い て ユ ー ザ の 体 の 動 き を 検 出 す る 。 情 報 生 成 手
段 は 、 ユ ー ザ の 位 置 と ユ ー ザ の 動 作 と に 基 づ い て ユ ー ザ に 適 し た 情 報 を 生 成 す る 。 生 成 さ
れ た 情 報 は 、 情 報 提 示 手 段 に よ っ て ユ ー ザ に 提 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 情 報 提 示 方 法 は 、 位 置 検 出 工 程 に お い て ユ ー ザ の 位 置 を 検 出 し 、
動 作 検 出 工 程 に お い て ユ ー ザ の 体 の 動 き を 検 出 す る 。 情 報 生 成 工 程 で は 、 ユ ー ザ の 位 置 と
ユ ー ザ の 体 の 動 き と に 基 づ い て ユ ー ザ に 適 し た 情 報 を 生 成 し 、 情 報 提 示 工 程 に お い て 生 成
し た 情 報 を ユ ー ザ に 提 示 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 位 置 と ユ ー ザ の 体 の 動 き と を 基 に 情 報 を 生 成 す る た め 、 散 歩
や ジ ョ ギ ン グ な ど ユ ー ザ が 移 動 す る と き に 、 ユ ー ザ の 歩 行 ス ピ ー ド や 周 囲 の 環 境 に 応 じ て
情 報 が 変 化 し 、 ユ ー ザ に 適 し た 情 報 を 提 示 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ユ ー ザ の 移 動 や 動 作
に 応 じ て 情 報 が 変 化 す る た め 、 ユ ー ザ は 情 報 と の 一 体 感 が 得 ら れ 、 エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト
性 が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 音 楽 再 生 装 置 、 映 像 再 生 装 置 、 携 帯 電 話 、 Ｐ Ｄ Ａ 、 ラ ッ プ ト ッ プ コ ン ピ ュ ー
タ 、 ウ ェ ア ラ ブ ル コ ン ピ ュ ー タ な ど の 携 帯 型 の 情 報 提 示 装 置 に 適 用 さ れ る 。 本 発 明 は 、 情
報 提 示 装 置 を 携 帯 し て 、 移 動 す る ユ ー ザ の 動 き や ユ ー ザ の 位 置 に 応 じ て 、 ユ ー ザ に 提 示 す
る 情 報 を 生 成 し た り 、 ユ ー ザ に 提 示 す る 情 報 に 変 化 を 与 え た り す る こ と を 特 徴 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 を コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ に 適 用 し た 例 に つ い て 、 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る
。 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ は 、 音 声 コ ン テ ン ツ 及 び 映 像 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 装 置 で あ る 。
コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ は 、 音 声 を 出 力 す る 音 声 出 力 部 １ ０ と 、 画 像 を 出 力 す る 表 示 部 １ １
と を 備 え る 。 音 声 コ ン テ ン ツ や 映 像 コ ン テ ン ツ な ど は 、 ス ト レ ー ジ １ ２ に 格 納 さ れ て い る
。 ス ト レ ー ジ １ ２ に は 、 Ｈ Ｄ （ Hard Disk） 、 光 デ ィ ス ク 、 半 導 体 メ モ リ な ど が あ る 。 音
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声 コ ン テ ン ツ や 映 像 コ ン テ ン ツ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 部 １ ３ を 介 し て イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由
で ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ は 、 キ ー 入 力 部 １ ４ と 、 マ イ ク １ ５ と を 備 え る 。 キ ー 入 力 部 １ ４
は 、 “ 再 生 ” 、 “ 停 止 ” 、 “ 一 時 停 止 ” 、 “ 選 曲 ” な ど の コ マ ン ド の 入 力 を 受 け 付 け る 。
無 線 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ６ は 、 後 述 す る 歩 行 セ ン サ ２ 及 び Ｇ Ｐ Ｓ ユ ニ ッ ト ３ と 無 線 通 信 を
行 い 、 歩 行 デ ー タ や 位 置 デ ー タ を 受 信 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit） １ ７ は 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ を 制 御 す る 。 Ｒ Ｏ
Ｍ （ Read Only Memory） １ ８ や ス ト レ ー ジ １ ２ に は 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ の 制 御 に 必 要
な プ ロ グ ラ ム や 設 定 情 報 を 格 納 し て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ７ は 、 Ｒ Ａ Ｍ （ Random Access Memory
） １ ９ を ワ ー ク エ リ ア と し て 、 ユ ー ザ の 歩 行 動 作 の 解 析 、 ユ ー ザ の 環 境 解 析 、 ユ ー ザ の 環
境 に 応 じ た 情 報 の 作 成 及 び 加 工 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ の ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 を 示 す 。 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ は 、
歩 行 セ ン サ ２ の 出 力 を 基 に ユ ー ザ の 歩 行 動 作 を 解 析 す る 歩 行 解 析 部 ２ ０ と 、 Ｇ Ｐ Ｓ ユ ニ ッ
ト ３ の 出 力 と 地 図 デ ー タ と を 基 に ユ ー ザ の 存 在 す る 場 所 を 特 定 す る 位 置 特 定 部 ２ １ と 、 ユ
ー ザ の ス ケ ジ ュ ー ル の 入 力 を 受 け 付 け る ス ケ ジ ュ ー ル 入 力 部 ２ ２ と 、 ユ ー ザ の 歩 行 動 作 と
ユ ー ザ の 位 置 と ユ ー ザ の ス ケ ジ ュ ー ル と を 基 に ユ ー ザ の 環 境 を 解 析 す る 環 境 解 析 部 ２ ３ と
、 ユ ー ザ の 環 境 に 応 じ た 情 報 の 生 成 や ユ ー ザ の 環 境 に 応 じ た 情 報 の 加 工 を 行 う 提 示 情 報 生
成 部 ２ ４ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 歩 行 解 析 部 ２ ０ は 、 歩 行 セ ン サ ２ か ら 出 力 さ れ る 歩 行 デ ー タ を 基 に ユ ー ザ の 歩 行 動 作 を
解 析 す る 。 歩 行 セ ン サ ２ の 具 体 例 と し て は 、 ユ ー ザ の 上 下 動 を 検 出 す る 加 速 度 セ ン サ ４ と
、 ユ ー ザ の 足 の 踏 み 込 み を 検 出 す る 汎 用 箔 ひ ず み ゲ ー ジ ５ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 加 速 度 セ ン サ ４ は 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ の ヘ ッ ド ホ ン ４ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。 ヘ ッ ド
ホ ン ４ ０ は 、 図 １ に 示 す 音 声 出 力 部 １ ０ の 1つ で あ る 。 図 ３ は 、 加 速 度 セ ン サ ４ の 取 り 付
け 例 を 示 し て い る 。 左 右 の ス ピ ー カ ４ １ ， ４ ２ を 繋 ぐ 連 結 部 ３ ３ を ユ ー ザ の 頭 頂 部 に か け
ま わ す タ イ プ の ヘ ッ ド ホ ン で あ る 頭 上 型 ヘ ッ ド ホ ン ４ ０ ａ で は 、 連 結 部 ４ ３ の 中 心 、 す な
わ ち 、 ユ ー ザ の 頭 頂 部 の 上 部 に 加 速 度 セ ン サ ４ が 取 り 付 け ら れ る 。 左 右 の ス ピ ー カ ４ ４ ，
４ ５ を 繋 ぐ 連 結 部 ４ ６ を ユ ー ザ の 後 頭 部 に か け ま わ す タ イ プ の ヘ ッ ド ホ ン で あ る ネ ッ ク バ
ン ド 型 ヘ ッ ド ホ ン ４ ０ ｂ で は 、 連 結 部 ４ ６ の 中 心 、 す な わ ち 、 ユ ー ザ の 後 頭 部 の 後 に 加 速
度 セ ン サ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ユ ー ザ の 耳 の 穴 に ス ピ ー カ を 挿 入 す る タ イ プ の ヘ ッ ド
ホ ン で あ る イ ン ナ ー イ ヤ ー 型 ヘ ッ ド ホ ン ４ ０ ｃ で は 、 左 右 の そ れ ぞ れ の ス ピ ー カ ４ ７ ， ４
８ に 加 速 度 セ ン サ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 加 速 度 セ ン サ ４ は 、 垂 直 一 軸 の 振 動 を 検 出 す る 。 図 ４ は 、 歩 行 中 に お け る 加 速 度 セ ン サ
１ ２ の 出 力 例 で あ る 。 こ の 図 で は 、 横 軸 に 時 間 、 縦 軸 に 加 速 度 の 値 を プ ロ ッ ト し て い る 。
図 ４ で は 、 計 測 を 開 始 し て か ら ０ ～ ６ 秒 の 間 で “ 速 く 小 さ い 振 動 ” が 検 出 さ れ 、 ６ ～ １ ５
秒 の 間 で “ 遅 く 小 さ な 振 動 ” が 検 出 さ れ 、 １ ８ ～ ２ ２ 秒 の 間 で “ 速 く 強 い 振 動 ” が 検 出 さ
れ 、 ２ ３ ～ ３ ２ 秒 の 間 で “ ゆ っ く り 大 き な 振 動 ” が 検 出 さ れ 、 ３ ２ ～ ３ ４ 秒 の 間 で “ 速 く
強 い 振 動 ” が 検 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 歩 行 動 作 解 析 部 は 、 振 動 の 周 期 及 び 振 り 幅 を 基 に ユ ー ザ の 歩 行 動 作 を 解 析 す る 。 例 え ば
、 “ 速 く 小 さ い 振 動 ” を 小 刻 み な 歩 行 、 “ 遅 く 小 さ な 振 動 ” を 大 ま た で ゆ っ く り し た 歩 行
、 “ 速 く 強 い ゆ れ ” を 小 走 り 、 “ ゆ っ く り 大 き な ゆ れ ” を ス キ ッ プ 、 “ 速 く 強 い ゆ れ ” を
全 力 疾 走 と 判 断 す る 。 ま た 、 振 動 が 検 出 さ れ な い と き は 静 止 し て い る と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 ヘ ッ ド ホ ン ４ ０ に は 、 Ｇ Ｐ Ｓ ユ ニ ッ ト ３ が 取 り 付 け ら れ る 。 頭 上 に Ｇ Ｐ Ｓ ユ ニ ッ
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ト ３ を 取 り 付 け る と 、 電 波 の 遮 断 が 少 な く 、 精 度 が 向 上 す る 。 な お 、 こ の Ｇ Ｐ Ｓ ユ ニ ッ ト
３ は 、 衛 星 か ら 出 力 さ れ る 電 波 の ほ か に 無 線 通 信 網 、 携 帯 電 話 用 衛 星 通 信 網 か ら 発 せ ら れ
る 電 波 も 位 置 情 報 と し て 受 信 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 Ｇ Ｐ Ｓ ユ ニ ッ ト ３ 及 び 加 速 度 セ ン サ ４ の 取 り 付 け 位 置 は 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス
プ レ イ 、 腕 時 計 、 靴 、 衣 服 、 装 飾 品 な ど で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ は 、 歩 行 セ ン サ ２ の 具 体 例 と し て の 汎 用 箔 ひ ず み ゲ ー ジ ５ を 示 し て い る 。 汎 用 箔 ひ
ず み ゲ ー ジ ５ は 、 曲 げ 方 向 の 力 を 電 気 信 号 に 変 換 す る 。 電 気 信 号 の プ ラ ス マ イ ナ ス は 、 曲
げ の 方 向 に 対 応 し て い る 。 こ の 歩 行 セ ン サ ２ は 、 足 を 踏 み 込 ん だ と き の プ ラ ス の 電 気 信 号
、 足 を 地 面 か ら 離 し た と き に マ イ ナ ス に 電 気 信 号 を 出 力 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。
汎 用 箔 ひ ず み ゲ ー ジ ５ は 、 燐 青 銅 板 ５ １ に 貼 り 付 け ら れ て い る 。 汎 用 箔 ひ ず み ゲ ー ジ ５ の
出 力 端 子 ５ ２ は 、 補 強 材 ５ ３ で 補 強 さ れ て 燐 青 銅 板 ５ １ の 外 部 に 延 出 し て い る 。 汎 用 箔 ひ
ず み ゲ ー ジ ５ の 出 力 端 子 ５ ２ は ア ン プ ５ ４ に 接 続 さ れ て お り 、 ア ン プ ５ ４ は 無 線 イ ン タ ー
フ ェ ー ス ５ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 無 線 イ ン タ ー フ ェ ー ス ５ ５ は 、 ユ ー ザ の 歩 行 デ ー タ を コ
ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ は 、 汎 用 箔 ひ ず み ゲ ー ジ ５ の 出 力 例 を 示 す 。 こ の 例 で は 、 ユ ー ザ が 通 常 の 歩 行 テ ン
ポ で 歩 い た と き の 出 力 と 、 ゆ っ く り と し た 歩 行 テ ン ポ で 歩 い た と き の 出 力 と 、 速 め の 歩 行
テ ン ポ で 歩 い た と き の 出 力 と が 表 示 さ れ て い る 。 汎 用 箔 ひ ず み ゲ ー ジ ５ の 出 力 は 、 ユ ー ザ
の 足 が 接 地 し た 瞬 間 に 極 大 に な り 、 ユ ー ザ の 足 が 地 面 か ら 離 れ た 瞬 間 に 出 力 が 極 小 に な る
。 汎 用 箔 ひ ず み ゲ ー ジ ５ は 、 左 右 の 足 に １ つ ず つ 設 け て も よ い し 、 片 足 の み に 取 り 付 け て
、 接 地 間 隔 の ２ 分 の １ を 歩 行 テ ン ポ と し て 利 用 し て も よ い 。 図 ６ （ ａ ） は 左 脚 の 靴 底 に 取
り 付 け ら れ た 汎 用 箔 ひ ず み ゲ ー ジ ５ の 出 力 を 示 し 、 図 ６ （ ｂ ） は 右 脚 の 靴 底 に 取 り 付 け ら
れ た 汎 用 箔 ひ ず み ゲ ー ジ ５ の 出 力 を 示 し て い る 。 ユ ー ザ の 歩 行 テ ン ポ は 、 一 方 の 足 が 接 地
し て か ら 他 方 の 足 が 接 地 す る ま で の 時 間 間 隔 、 す な わ ち 、 一 方 の 足 の 汎 用 箔 ひ ず み ゲ ー ジ
５ の 値 が 極 大 に な っ た と き か ら 他 方 の 足 の 汎 用 箔 ひ ず み ゲ ー ジ ５ の 値 が 極 大 に な る ま で の
時 間 間 隔 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 腕 や 手 首 に 取 り 付 け た 加 速 度 セ ン サ や 、 ユ ー ザ の 体 の 一 部 に 取 り 付 け た 方 位 計 に
よ っ て 、 歩 行 デ ー タ を 検 出 す る こ と も で き る 。 腕 や 手 首 に 取 り 付 け た 加 速 度 セ ン サ は 足 の
踏 み 出 し に 同 期 し た 手 の ゆ れ を 検 出 し 、 方 位 計 は ユ ー ザ の 移 動 方 向 を 検 出 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 位 置 特 定 部 ２ １ は 、 Ｇ Ｐ Ｓ ユ ニ ッ ト ３ か ら ユ ー ザ の 位 置 情 報 を 入 力 す る と 、 ス ト レ ー ジ
１ ２ に 記 録 さ れ た 地 図 情 報 を 読 み 出 し 、 位 置 情 報 を 地 図 情 報 に 照 ら し 合 わ せ て 。 ユ ー ザ が
存 在 す る 場 所 を 特 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス ケ ジ ュ ー ル 入 力 部 ２ ２ は 、 ユ ー ザ の ス ケ ジ ュ ー ル 入 力 を 受 け 付 け る 。 ユ ー ザ の ス ケ ジ
ュ ー ル に は 、 い つ 、 ど こ で 、 な に を す る と い っ た 通 常 の ス ケ ジ ュ ー ル 帳 に 記 入 す る ス ケ ジ
ュ ー ル の ほ か に 、 な に を し て い る と き ど の 曲 を 再 生 し 、 ど ん な 気 分 の と き ど の 曲 を 再 生 す
る か と い っ た コ ン テ ン ツ の ス ケ ジ ュ ー ル を 入 力 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 音 楽 の ス ケ ジ ュ ー ル は 、 場 所 、 時 刻 、 曜 日 、 気 分 な ど と 関 連 づ け て 記 録 さ れ る 。 音 楽 の
ス ケ ジ ュ ー ル の 一 例 と し て 、 ジ ョ ギ ン グ コ ー ス と 、 ジ ョ ギ ン グ 中 に か け る 曲 の ス ケ ジ ュ ー
ル を 説 明 す る 。 こ の ス ケ ジ ュ ー ル に は 、 ジ ョ ギ ン グ コ ー ス と 、 音 楽 を 変 え る ト リ ガ と な る
場 所 （ 建 物 、 道 標 ） と 、 そ の 間 に 再 生 す る 曲 を 指 定 す る こ と が で き る 。 こ の ス ケ ジ ュ ー ル
で は 、 あ る ポ イ ン ト と 次 の ポ イ ン ト と の 間 は 、 同 じ 曲 が 繰 り 返 し 再 生 さ れ る よ う に 設 定 す
る 。 同 じ 曲 を 再 生 さ せ た と し て も 、 ユ ー ザ の 歩 行 テ ン ポ に 合 わ せ て 曲 調 が 変 化 す る た め 、
ユ ー ザ を 飽 き さ せ る こ と は な い 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 ス ケ ジ ュ ー ル と し て 、 再 生 す る 曲 の ほ か に 、 音 楽 の ど の 要 素 を 変 化 さ せ る か と い
う 情 報 を 入 力 す る こ と が で き る 。 入 力 項 目 に は 、 テ ン ポ 、 曲 調 、 音 程 、 音 色 、 強 さ な ど が
あ る 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 テ ン ポ だ け の 変 更 、 音 程 だ け の 変 更 、 曲 調 だ け の 変 更 、 コ
ン テ ン ツ そ の も の の 変 更 な ど を 選 ぶ こ と が で き 、 選 択 の 自 由 度 が 広 が る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 入 力 し た ス ケ ジ ュ ー ル は 、 学 習 に よ っ て 更 新 さ れ る 。 再 生 し た 曲 の 停 止 や 曲 調 の
変 化 、 再 生 す る 曲 目 の 変 更 な ど を ユ ー ザ か ら 指 示 さ れ た と き 、 こ の 指 示 を 学 習 デ ー タ と し
て 、 同 じ 環 境 で 音 楽 を 再 生 す る と き に 音 楽 を 選 択 及 び 変 化 さ せ る と き の 判 断 材 料 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 環 境 解 析 部 ２ ３ は 、 位 置 特 定 部 ２ １ が 特 定 し た ユ ー ザ の 位 置 と 、 ス ケ ジ ュ ー ル 入 力 部 ２
２ に 入 力 さ れ た ユ ー ザ の ス ケ ジ ュ ー ル と 、 歩 行 解 析 部 ２ ０ が 解 析 し た ユ ー ザ の 歩 行 動 作 か
ら ユ ー ザ の 周 囲 の 環 境 や ユ ー ザ の 心 理 的 な 状 態 を 解 析 す る 。 例 え ば 、 ６ 時 に 百 貨 店 の 入 口
で 待 ち 合 わ せ と い う ス ケ ジ ュ ー ル が 記 録 さ れ て い る と す る 。 時 計 の 時 刻 が ５ 時 ５ ０ 分 で あ
り 、 ユ ー ザ が 百 貨 店 の 周 辺 に お り 、 ユ ー ザ の 歩 行 動 作 が 小 走 り で あ る と き 、 環 境 解 析 部 ２
３ は 、 こ れ ら の 情 報 を 基 に ユ ー ザ が 待 ち 合 わ せ 場 所 に 急 い で 向 か っ て い る と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 提 示 情 報 生 成 部 ２ ４ は 、 環 境 解 析 部 ２ ３ の 解 析 結 果 に 適 し た 情 報 の 生 成 及 び 情 報 の 加 工
を 行 う 。 上 述 の 例 の よ う に 、 解 析 の 結 果 、 ユ ー ザ が 急 い で い る と 判 断 し た と き に は 、 ユ ー
ザ の 歩 行 ペ ー ス を 上 げ る た め に 、 音 楽 の リ ズ ム を 速 く し た り 、 ビ ー ト の 速 い 音 楽 を 選 択 し
た り す る 。 音 楽 コ ン テ ン ツ が Ｍ Ｉ Ｄ Ｉ （ Music Instruments Digital Interface） の 場 合
、 音 楽 の テ ン ポ や 曲 調 の 制 御 を 容 易 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 提 示 情 報 生 成 部 ２ ４ は 、
待 ち 合 わ せ 時 間 ま で の 所 要 時 間 や 現 在 の 時 刻 な ど 有 用 な 情 報 を 作 成 し て 提 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ の 動 作 を 図 ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。 コ ン テ ン ツ
再 生 装 置 １ の 動 作 は 、 ユ ー ザ に よ る ス ケ ジ ュ ー ル の 入 力 か ら 開 始 す る 。 ス ケ ジ ュ ー ル 入 力
部 ２ ２ は 、 ユ ー ザ か ら の 入 力 を ス ト レ ー ジ １ ２ に 記 録 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。 そ し て 、
ユ ー ザ は 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ を 携 帯 し て 移 動 を 開 始 す る 。 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ は 、
ユ ー ザ が 移 動 し て い る 間 、 音 楽 コ ン テ ン ツ や 映 像 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２
） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ は 、 歩 行 セ ン サ ２ に よ る 歩 行 デ ー タ の 検 出 と 、 Ｇ Ｐ Ｓ ユ ニ
ッ ト ３ に よ る 位 置 デ ー タ の 検 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ） 。 歩 行 解 析 部 ２ ０ は 、 歩 行 デ ー タ
を 基 に ユ ー ザ の 歩 行 動 作 を 解 析 す る 。 位 置 特 定 部 ２ １ は 、 Ｇ Ｐ Ｓ ユ ニ ッ ト ３ の 出 力 を 基 に
ユ ー ザ の 位 置 を 特 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 環 境 解 析 部 ２ ３ は 、 ユ ー ザ の 歩 行 動 作 と 、 ユ ー ザ の 居 場 所 と 、 ユ ー ザ の ス ケ ジ ュ ー ル と
を 基 に ユ ー ザ の 心 理 的 な 状 態 や ユ ー ザ の 周 囲 の 環 境 を 解 析 し 、 解 析 結 果 を 提 示 情 報 生 成 部
２ ４ に 出 力 す る 。 提 示 情 報 生 成 部 ２ ４ は 、 ユ ー ザ の 心 理 状 態 や 周 囲 の 環 境 に 合 わ せ て 現 在
再 生 し て い る コ ン テ ン ツ の 曲 調 や リ ズ ム を 変 化 さ せ た り 、 適 当 な 情 報 を 生 成 し て ユ ー ザ に
提 示 す る 。 ユ ー ザ に 提 示 す る 情 報 は 、 文 字 デ ー タ で あ っ て も よ い し 、 画 像 デ ー タ で あ っ て
も よ い 。 ま た 、 バ イ ブ レ ー シ ョ ン 機 能 や Ｌ Ｅ Ｄ （ Light-Emitting Diode） の 点 滅 、 点 灯 な
ど に よ っ て ユ ー ザ に 情 報 を 提 示 し て も よ い （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ は 、 ユ ー ザ が 動 作 の 停 止 を 指 示 し な い と き に は （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６
； Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に 処 理 を 移 行 す る 。 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ が 再 生 し て い る コ ン
テ ン ツ は 、 こ の 処 理 に よ り 、 動 的 に 変 化 す る 。 一 方 、 ユ ー ザ が 動 作 の 停 止 を 指 示 す る と （
ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ； Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ は 、 処 理 を 完 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 述 の 動 作 を 、 さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る 。 こ の 例 に は 、 ユ ー ザ が 図 書 館 と 友 人 の 家 に 立
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ち 寄 り 、 あ る 時 刻 ま で に 家 に 帰 ら な く て は な ら な い と い う ス ケ ジ ュ ー ル が 記 録 さ れ て い る
も の と す る 。 ユ ー ザ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 図 書 館 に 立 ち 寄 っ た の ち 、 友 人 の 家 に 向 か う
。 但 し 、 図 書 館 か ら 友 人 の 家 に 向 か う ま で の 間 に は 、 公 園 が あ り 、 ユ ー ザ は 、 友 人 の 家 に
向 か う 途 中 で 公 園 に 立 ち 寄 る 。 上 述 し た 経 路 を 移 動 す る 間 、 ユ ー ザ は 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装
置 １ の イ ヤ ホ ン を 耳 に 装 着 し 音 楽 を 聞 い て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま ず 、 ユ ー ザ が 出 発 地 点 で あ る 自 宅 を 出 発 し て 図 書 館 に 向 か う ま で の 区 間 に お け る コ ン
テ ン ツ 再 生 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ は 、 ユ ー ザ が 図 書 館 ま で
移 動 す る 間 、 ど の よ う な 歩 調 で ど こ に 向 か っ て い る か を 検 出 す る 。 自 宅 か ら 図 書 館 ま で は
、 平 坦 な 道 で 、 特 に 際 立 っ た 建 物 や 風 景 も な い 。 そ の た め 、 ユ ー ザ の 歩 調 は 、 単 調 に な る
。 環 境 解 析 部 ２ ３ は 、 ユ ー ザ が 平 常 状 態 で あ る と 判 断 す る 。 提 示 情 報 生 成 部 ２ ４ も 環 境 解
析 部 ２ ３ の 判 断 に 従 い ユ ー ザ の 聴 い て い る 音 楽 を 変 更 せ ず 、 通 常 の 連 続 再 生 を 行 う 。 そ し
て 、 位 置 特 定 部 ２ １ が 図 書 館 の 到 着 を 検 出 す る と 、 提 示 情 報 生 成 部 ２ ４ は 、 音 楽 コ ン テ ン
ツ の ボ リ ュ ー ム を フ ェ ー ド ア ウ ト さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 提 示 情 報 生 成 部 は 、 ユ ー ザ が 図 書 館 に い る 間 、 音 楽 コ ン テ ン ツ の 再 生 を 停 止 す る 。 そ し
て 、 位 置 特 定 部 ２ １ が ユ ー ザ の 図 書 館 か ら の 退 出 を 検 出 す る と 、 提 示 情 報 生 成 部 ２ ４ は 、
音 楽 コ ン テ ン ツ の ボ リ ュ ー ム を フ ェ ー ド イ ン し 、 元 の ボ リ ュ ー ム で 音 楽 を 再 生 さ せ る 。 な
お 、 ユ ー ザ が 図 書 館 に 返 却 す る 本 な ど を 持 っ て い る と き に は 、 返 却 を 促 す よ う な メ ッ セ ー
ジ を 表 示 部 １ １ に 表 示 さ せ る 。 逆 に 必 要 な 本 が あ る と き に は 、 本 の 題 名 や 関 連 す る キ ー ワ
ー ド な ど を 表 示 部 １ １ に 表 示 さ せ る 。 こ の よ う な 警 告 メ ッ セ ー ジ は 、 予 め 、 ユ ー ザ が ス ケ
ジ ュ ー ル に 入 力 し て あ る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 位 置 特 定 部 ２ １ は 、 ユ ー ザ が 図 書 館 を 退 出 し 公 園 に 向 か っ て 歩 き だ す と 、 川 沿 い の 道 を
歩 き は じ め た こ と を 検 出 し 、 歩 行 解 析 部 ２ ０ は ユ ー ザ の 歩 行 テ ン ポ が 下 が っ た こ と を 検 出
す る 。 環 境 解 析 部 ２ ３ は 、 こ の 検 出 結 果 か ら 、 ユ ー ザ が 気 分 よ く 、 ゆ っ く り 歩 い て い る と
判 断 す る 。 提 示 情 報 生 成 部 ２ ４ は 、 環 境 解 析 部 ２ ３ の 解 析 結 果 に 従 い 、 歩 行 テ ン ポ に あ わ
せ て 音 楽 の テ ン ポ を 下 げ た り 、 ユ ー ザ の 歩 行 テ ン ポ に あ っ た 曲 を 選 択 す る 。 上 と は 逆 に 、
ユ ー ザ が 川 沿 い の 道 を 小 走 り で 移 動 し て い る と き に は 、 ユ ー ザ の 歩 行 動 作 に 合 わ せ て テ ン
ポ の 速 い 曲 を 選 択 し た り 、 再 生 中 の 曲 の テ ン ポ を 上 げ た り す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ユ ー ザ が 公 園 に 到 着 し た と き 、 歩 行 動 作 が 停 止 す る と 、 環 境 解 析 部 ２ ３ は 、 ユ ー ザ が 公
園 の 中 で 休 憩 し て い る と 判 断 す る 。 提 示 情 報 生 成 部 ２ ４ は 、 公 園 で の 休 憩 に ふ さ わ し い 音
楽 、 例 え ば 、 ヒ ー リ ン グ ミ ュ ー ジ ッ ク な ど を 再 生 す る 。 ま た 、 ユ ー ザ が 休 憩 し て い る と き
に は 、 表 示 部 １ １ に ビ デ オ や テ レ ビ 、 メ ー ル や 天 気 予 報 な ど を 表 示 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 公 園 か ら 友 人 の 家 に 向 か う 道 は 、 比 較 的 緑 の 多 い ゆ っ た り と し た 道 で あ る 。 こ の よ う な
道 で あ る に も 関 わ ら ず 、 ユ ー ザ の 歩 行 テ ン ポ が 速 く な る と 、 環 境 解 析 部 ２ ３ は 、 ユ ー ザ が
急 い で い る と 判 断 す る 。 提 示 情 報 生 成 部 ２ ４ は 、 解 析 結 果 に 従 い 、 ユ ー ザ の 歩 行 を 早 め る
曲 、 ア ッ プ テ ン ポ な 曲 を 再 生 し た り 、 再 生 中 の 音 楽 の テ ン ポ を 速 く さ せ る 。 ユ ー ザ の 移 動
方 向 に 交 通 量 が 多 い 場 所 が あ る 時 に は 、 「 車 に 注 意 」 な ど の 警 告 を 表 示 部 １ １ に 表 示 さ せ
た り 、 再 生 し て い る 曲 に ア ラ ー ト 音 を 挿 入 し た り す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 友 人 の 家 に 到 着 す る と 、 提 示 情 報 生 成 部 ２ ４ は 、 再 生 中 の 音 楽 を フ ェ ー ド ア ウ ト さ せ る
。 そ し て 、 友 人 の 家 に い る 間 は 、 音 楽 を 停 止 す る 。 提 示 情 報 生 成 部 ２ ４ は 、 ユ ー ザ が 友 人
の 家 を 退 出 す る と き に 、 停 止 し た 音 楽 を フ ェ ー ド イ ン さ せ 、 停 止 前 の 状 態 で 音 楽 を 再 生 さ
せ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ユ ー ザ が 友 人 の 家 を 退 出 す る と き に は 、 ユ ー ザ は 一 日 の ス ケ ジ ュ ー ル を 終 わ ら せ て い る
。 環 境 解 析 部 ２ ３ は 、 ユ ー ザ が ス ケ ジ ュ ー ル を 消 化 し て 帰 路 に つ い て い る と 解 析 す る 。 提
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示 情 報 生 成 部 ２ ４ は 、 環 境 解 析 部 ２ ３ の 解 析 結 果 に 従 い 、 一 日 の 終 わ り に ふ さ わ し い 音 楽
を 選 択 し て 再 生 す る 。 ま た 、 帰 宅 時 間 が 決 め ら れ て い る と き に は 、 帰 宅 時 間 に 間 に 合 う よ
う に 、 ア ラ ー ト 音 を 挿 入 し た り 、 テ ン ポ の 速 い 音 楽 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 を 適 用 し た コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ は 、 ユ ー ザ の 歩 行 動 作 と
ユ ー ザ の 位 置 と に 適 し た 情 報 を ユ ー ザ に 提 示 す る 。 ユ ー ザ の 歩 行 動 作 や ユ ー ザ の 位 置 に 応
じ て 情 報 が 変 化 す る 。 そ の た め 、 ジ ョ ギ ン グ 、 散 歩 な ど 外 出 中 に 提 示 さ れ る 音 楽 の エ ン タ
ー テ イ ン メ ン ト 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 ユ ー ザ の 気 分 や ス ケ ジ ュ ー ル に 合 わ せ て 提 示 す る 情 報 を 変 化 さ せ る た め 、 ユ ー ザ
が 快 適 に な る 情 報 を 提 示 し た り 、 ユ ー ザ が ス ケ ジ ュ ー ル に 合 っ た 行 動 を す る た め 情 報 を 提
示 し た り す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 の ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 加 速 度 セ ン サ 及 び Ｇ Ｐ Ｓ ユ ニ ッ ト の 取 り 付 け 位 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 加 速 度 セ ン サ の 出 力 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 汎 用 箔 ひ ず み ゲ ー ジ の 構 成 及 び 取 り 付 け 位 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 汎 用 箔 ひ ず み ゲ ー ジ の 出 力 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 ユ ー ザ の 移 動 経 路 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１ 　 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 、 ２ 　 歩 行 セ ン サ 、 ３ 　 Ｇ Ｐ Ｓ ユ ニ ッ ト 、 １ １ 　 表 示 部 、 １ ２ 　
ス ト レ ー ジ 、 １ ４ 　 キ ー 入 力 部 、 １ ６ 　 無 線 イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 １ ７ 　 Ｃ Ｐ Ｕ 、 １ ８ 　 Ｒ
Ｏ Ｍ 、 １ ９ 　 Ｒ Ａ Ｍ 、 ２ ０ 　 歩 行 解 析 部 、 ２ １ 　 位 置 特 定 部 、 ２ ２ 　 ス ケ ジ ュ ー ル 入 力 部
、 ２ ３ 　 環 境 解 析 部 、 ２ ４ 　 提 示 情 報 生 成 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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